
高知県

個 別 事 業 名

継 続 の 理 由

事 業 内 容

先 駆 性

所 要 見 込 額 4,873 千円

１　高知で恋しよ！！応援サイト改修・運用保守
　　・成婚報告の画面や独身者の個人情報や動向を把握するための入力画面などのシステム
　　　改修
　　・システムを活用したメール等による独身者の後追い支援や相談対応を行うに当たり、
      多くのボランティアが活用するシステムの操作方法を分かりやすく詳しく説明した
      マニュアルの作成（現マニュアルの大幅改訂）
２　マッチングシステムの機能追加
　　　自分のプロフィール、希望する相手への条件を登録することで、マッチングができる
　　　システムを構築し追加する

　利用者と管理者双方向で効果的かつ効率的な情報共有を行う新たなサイトの構築は、地域に
おける新たな事業である。
　平成19年度より本県が実施してきたこれまでの取り組みにおける課題を踏まえ、未婚化･晩
婚化対策の事業全体を抜本的に見直し、拡充強化を図ることとしているが、これを円滑かつ効
果的に行うためには、当該サイトの構築が不可欠である。
　また、成果を確実に把握できるシステムを導入することで、今後は、成婚につながった具体
的な事例の状況分析も可能となり、本県独自の婚活支援事業の展開に活かしていくためにも、
当該サイトの構築は必要である。
　さらに、情報提供だけでなく、独身者のニーズに対応したマッチング機能を持たせること
で、システムの機能が充実し、その充実した機能をフォローするため、応援コーナーと連携し
て独身者へのきめ細かな支援を行うことで、出会いを交際へ、交際を結婚へとつなげていく支
援を強化する。

　サイトを構築したことで、結婚を希望する独身者に情報提供ができるようになり、多くの独
身者のアクセスや登録を得ているが、１対１の出会いの場を希望する独身者のニーズに迅速か
つきめ細かに対応するため、サイトの充実を図る。
＜婚活講座におけるマッチングシステムについてのアンケート結果＞
無料なら利用したい27.2％、利用したい24.5％、利用したいが個人情報を見られるのが不安
19.9％と利用したい独身者が71.6％

　（５）出会い応援システム改修

事業の趣旨・目的

○H26交付金を活用して構築した「高知で恋しよ!!応援サイト」では、県が実施している結婚
支援事業の紹介や独身者等のメルマガ登録による婚活講座などの情報提供と、ユーザ登録によ
る申し込みが簡単にできるようになった。
○また、サイトを活用した独身者への広報や婚活講座参加者などに対する参加結果や関係帳票
の作成などにより、応援団による活用が拡大した。
○このことにより、サイトへのアクセス数や登録者は大幅に増え、少ない広報経費で、結婚を
希望する独身者に対し、一斉に情報提供ができるようになり、婚活講座などへの参加者も増加
した。
　・アクセス数　 H25　64,713（5,392/月）→H26（8～27.2月）68,736（9,819/月）
　・メルマガ登録者数 H25年末　468　 →  H26（7/7開始～27.2月）2,101
　・ユーザ登録者数（新規）　H26（7～27.2月）2,061
○H27独身者に対するきめ細かな支援を行うために養成するボランティアは、独身者への後追
い支援や相談対応業務の連絡手段として、このシステムを活用して行うことになる。
しかし、H26に応援コーナーのスタッフがシステムを活用して後追いを行ったが、現在のマ
ニュアルでは操作方法などの説明等が十分であるため、システム開発業者に何度も問い合せを
行った。ボランティアには年齢の高い方も想定されるため、パソコンなどの操作が得意ではな
い方もおり、誰が見ても簡単に分かる、詳しい操作方法や手順の説明があるマニュアルは不可
欠である。マニュアルだけでなく、システムを使用する対象者の拡大に伴い一般の方でも操作
しやすいシステムに改修することが必要である。
○また、結婚支援事業の最大の成果指標でもある結婚報告を行う画面などがなく、独身者の動
向を正確に把握するためには、さらなるシステム改修を要する。また、結婚支援事業の最大の
成果指標でもある結婚報告を行う画面などがなく、独身者の動向を正確に把握するためには、
さらなるシステム改修を要する。
○現在、県では、婚活サポーターによる１対１の出会いの場を提供しているが、独身者の条件
に合った方が必ずしもすぐに見つかる訳ではなく、お引き合わせに時間を要するケースも少な
くない。
○このため、プロフィールを登録し、希望する相手に対する条件を入力することで、希望の条
件に合った相手を迅速に探せるマッチングシステムを導入することで、独身者の様々なニーズ
に対応するきめ細かな支援を行う。


